
（単位：千円）

【資産の部】 【負債の部】
固定資産 固定負債

有形固定資産 地方債等
事業用資産 長期未払金

土地 退職手当引当金
立木竹 損失補償等引当金
建物 その他
建物減価償却累計額 流動負債
工作物 1年内償還予定地方債等
工作物減価償却累計額 未払金
船舶 未払費用
船舶減価償却累計額 前受金
浮標等 前受収益
浮標等減価償却累計額 賞与等引当金
航空機 預り金
航空機減価償却累計額 その他
その他
その他減価償却累計額 【純資産の部】
建設仮勘定 固定資産等形成分

インフラ資産 余剰分（不足分）
土地 他団体出資等分
建物
建物減価償却累計額
工作物
工作物減価償却累計額
その他
その他減価償却累計額
建設仮勘定

物品
物品減価償却累計額

無形固定資産
ソフトウェア
その他

投資その他の資産
投資及び出資金

有価証券
出資金
その他

投資損失引当金
長期延滞債権
長期貸付金
基金

減債基金
その他

その他
徴収不能引当金

流動資産
現金預金
未収金
短期貸付金
基金

財政調整基金
減債基金

棚卸資産
その他

徴収不能引当金

繰延資産

-

-
35,352

3,768,103
-

3,155,476

23,520

4,258,816
490,713

26,433,000 5,034,641
22,015,211 4,628,816

-

【様式第１号】

科目 科目 金額金額

全体貸借対照表
（平成29年3月31日現在）

-

△ 13,503,047 800,914
1,394,634 721,451

18,368,829 -
3,022,936 405,825
3,528,112

-

221 -

349

-
24,695,580

47,246
- 31,868

△ 769,386

28,779,590

-

-
負債合計

- -
- -

-

5,835,555

-

313,141

-
△ 687,929

-

△ 9,541,463
-
-

-
-

12,779,768

△ 5,026,669
-

3,551,666

93,111

782,645

15,722

4,417,789

-
-

77,389
-

30,729

△ 219

789,064

2,342,892
-

-
-

-
2,342,892

資産合計 負債及び純資産合計 29,588,476
純資産合計 23,752,921-

29,588,476

金額を編集する場合は、

シート下部のグループを展開の上、
そちらの金額を編集してください。



自　平成28年4月1日
至　平成29年3月31日

（単位：千円）

経常費用

業務費用

人件費

職員給与費

賞与等引当金繰入額

退職手当引当金繰入額

その他

物件費等

物件費

維持補修費

減価償却費

その他

その他の業務費用

支払利息

徴収不能引当金繰入額

その他

移転費用

補助金等

社会保障給付

その他

経常収益

使用料及び手数料

その他

純経常行政コスト

臨時損失

災害復旧事業費

資産除売却損

投資損失引当金繰入額

損失補償等引当金繰入額

その他

臨時利益

資産売却益

その他

純行政コスト

【様式第２号】

全体行政コスト計算書

科目 金額

222,115

6,377,935

3,620,076

971,256

681,867

-

374,059

223,111

8,499

2,471,135

47,246

20,027

42,321

177,685

75,771

219

101,694

2,757,859

2,346,664

△ 5,978,907

358,894

399,028

918,015

175,917

1,179,061

△ 6,019,517

-

42,321

-

-

1,710

1,710

-

-

金額を編集する場合は、

シート下部のグループを展開の上、
そちらの金額を編集してください。



自　平成28年4月1日
至　平成29年3月31日

（単位：千円）

前年度末純資産残高 28,986,453 △ 5,620,533 -

純行政コスト（△） △ 6,019,517 -

財源 6,089,862 -

税収等 4,364,546 -

国県等補助金 1,725,316 -

本年度差額 70,345 -

固定資産等の変動（内部変動） △ 523,519 523,519

有形固定資産等の増加 384,093 △ 384,093

有形固定資産等の減少 △ 1,223,863 1,223,863

貸付金・基金等の増加 394,601 △ 394,601

貸付金・基金等の減少 △ 78,349 78,349

資産評価差額 354

無償所管換等 316,302

他団体出資等分の増加 -

他団体出資等分の減少 -

その他 - -

本年度純資産変動額 △ 206,863 593,864 -

本年度末純資産残高 28,779,590 △ 5,026,669 -

-

-

354

316,302

【様式第３号】

全体純資産変動計算書

23,365,920

70,345

余剰分
（不足分）

固定資産
等形成分

387,001

23,752,921

他団体出資等分
合計科目

△ 6,019,517

6,089,862

4,364,546

1,725,316

-

金額を編集する場合は、

シート下部のグループを展開の上、
そちらの金額を編集してください。



自　平成28年4月1日
至　平成29年3月31日

（単位：千円）

経常費用
業務費用

人件費 　
職員給与費
賞与等引当金繰入額
退職手当引当金繰入額
その他

物件費等
物件費
維持補修費
減価償却費
その他

その他の業務費用
支払利息
徴収不能引当金繰入額
その他

移転費用
補助金等
社会保障給付
その他

経常収益
使用料及び手数料
その他

純経常行政コスト
臨時損失

災害復旧事業費
資産除売却損
投資損失引当金繰入額
損失補償等引当金繰入額
その他

臨時利益
資産売却益
その他

純行政コスト
財源

税収等
国県等補助金

本年度差額
固定資産等の変動（内部変動）

有形固定資産等の増加
有形固定資産等の減少
貸付金・基金等の増加
貸付金・基金等の減少

資産評価差額
無償所管換等
他団体出資等分の増加
他団体出資等分の減少
その他

本年度純資産変動額
前年度末純資産残高
本年度末純資産残高

【様式第２号及び第３号】

全体行政コスト及び純資産変動計算書

2,757,859
2,346,664

374,059

358,894
8,499

399,028
223,111

金額科目

177,685
75,771

219
101,694

1,179,061
-

6,377,935
3,620,076
971,256
681,867
47,246
20,027

222,115
2,471,135
918,015

175,917
△ 5,978,907

42,321
-

42,321

余剰分（不足分）
金額

-
-

1,710

-

6,089,862 6,089,862 -

他団体出資等分
1,710

-
△ 6,019,517 △ 6,019,517

4,364,546 4,364,546 -

△ 523,519 523,519

-
固定資産等形成分

1,725,316 1,725,316 -
70,345 70,345 -

△ 78,349 78,349
354 354

384,093 △ 384,093
△ 1,223,863 1,223,863

394,601 △ 394,601

- -
- - -

316,302 316,302
- -

23,752,921 28,779,590 △ 5,026,669 -

387,001 △ 206,863 593,864 -
23,365,920 28,986,453 △ 5,620,533 -



自　平成28年4月1日

至　平成29年3月31日

（単位：千円）

【業務活動収支】
業務支出

業務費用支出
人件費支出
物件費等支出
支払利息支出
その他の支出

移転費用支出
補助金等支出
社会保障給付支出
その他の支出

業務収入
税収等収入
国県等補助金収入
使用料及び手数料収入
その他の収入

臨時支出
災害復旧事業費支出
その他の支出

臨時収入
業務活動収支
【投資活動収支】

投資活動支出
公共施設等整備費支出
基金積立金支出
投資及び出資金支出
貸付金支出
その他の支出

投資活動収入
国県等補助金収入
基金取崩収入
貸付金元金回収収入
資産売却収入
その他の収入

投資活動収支
【財務活動収支】

財務活動支出
地方債等償還支出
その他の支出

財務活動収入
地方債等発行収入
その他の収入

財務活動収支

前年度末歳計外現金残高
本年度歳計外現金増減額
本年度末歳計外現金残高
本年度末現金預金残高

-

778,693

789,064

1,328,057

1,400
-

478,089

-

△ 480,719

△ 300,604

24,213
7,655

31,868

221,429
176,954

-
-
-

本年度資金収支額

【様式第４号】

全体資金収支計算書

8,499

5,176,395
2,418,536

950,030
1,292,074

科目 金額

75,771
100,661

2,757,859
2,346,664

358,894

6,083,716
4,357,276

本年度末資金残高 757,196
前年度末資金残高 631,198

907,321

397,259
60,187

2,481

125,998

393,201
-

18,162

690,219

384,093

690,219
-

209,500
209,500

-

金額を編集する場合は、

シート下部のグループを展開の上、
そちらの金額を編集してください。



１． 重要な会計方針
（１）有形固定資産等の対象及び、評価基準及び評価方法

（２）有価証券等の評価基準及び評価方法

（３）有形固定資産等の減価償却の方法
有形固定資産（事業用資産、インフラ資産）
定額法を採用しております。

無形固定資産
定額法を採用しております。

（４）引当金の計上基準及び算定方法
徴収不能引当金
過去3年間の平均不納欠損率により計上しております。

賞与引当金

退職給付引当金

損失補償引当金

（５）リース取引の処理方法

（６）その他財務書類作成のための基本となる重要な事項
消費税の会計処理
税込方式によっております。

２ 重要な会計方針の変更等
重要な会計方針の変更はありません。

３ 重要な後発事象
該当する事象はありません。

地方公共団体財政健全化法における損失補償債務等に係る一般会計等負担見込額算定
方式に従っております。

ファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る方法に準じて会計処理
を行っております。（少額リース資産及び短期のリース取引には簡易的な取り扱いを
し、通常の賃貸借に係る方法に通常の賃貸借に係る方法に準じて会計処理を行ってお
ります。）

有形固定資産等の対象として土地に関しては登記上、阿智村（旧村も含む）としてま
す。また開始時における評価は原則として取得原価とし、取得原価が不明なものは原
則として再調達原価としております。また開始後については、原則として取得原価と
し、再調達原価での評価は行わないこととしております。

出資金のうち、市場価格があるものは会計年度末における市場価格を持って貸借対照
表価額としております。
出資金のうち、市場価格がないものは出資金額を持って貸借対照表価額としておりま
す。ただし、市場価格のないものについて、出資先の財政状態の悪化により出資金の
価値が著しく低下した場合には、相当の減額を行うこととしております。なお、出資
金額の価値の低下割合が３０％以上である場合には、「著しく低下した場合」に該当
するものとしております。

翌年度６月支給予定の期末・勤勉手当のうち、全支給対象期間に対する本年度の支給
対象期間の割合を乗じた額を計上しております。

地方公共団体財政健全化法における退職手当支給額に係る負担見込額算定方法に従っ
ております。



４ 追加情報
（１）対象範囲（対象とする会計名）

一般会計、国民健康保険事業特別会計（事業勘定）
国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）、下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計
なお地方公営企業法の財務規定等が非適用の地方公営事業会計のうち、適用に向けた
作業に着手しているものについては、集中取組期間を移行期間とし、阿智村水道事業
会計分のみ一定期間連結していません。

（４）地方公共団体財政健全化法における健全化判断比率の状況

（５）繰越事業に係る将来の支出予定額
継続費逓次繰越額 （一般会計）　 千円
繰越明許費 （一般会計）（下水道事業特別会計） 千円
事故繰越額 （一般会計） 千円
事業繰越額 （一般会計） 千円

（６）減債基金に係る積立不足の有無及び不足額
積立不足はありません。

（７）純資産における固定資産等形成分及び余剰分（不足分）の内容

（８）基礎的財政収支
業務活動収支（支払利息支出を除く。） 千円
投資活動収支 千円
基礎的財政収支 千円

（９）一時借入金
一時借入金の借り入れはありません。

（２）出納整理期間について
財務書類の作成基準日は、会計年度末（３月３１日）ですが、出納整理期間中の現金
の受け払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としております。（地方
自治体法第２３５条の５「普通地方公共団体の出納は、翌年度の５月３１日をもって
閉鎖する。」）

（３）各項目の金額を表示単位未満で四捨五入しているため、合計等の金額が一致しない
場合があります。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債比率 将来負担額
- - 0.1 -

0

983,092
△ 300,604

682,488

95,211
0
0

固定資産等形成分は、資産形成のために充当した資源が蓄積されたもので、原則とし
て固定資産等の形態で保有されています。余剰分（不足分）は、費消可能な資源が蓄
積されたもので、原則として金銭の形態で保有されています。


